
申請者 富山県ほか７自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,974,713千円
（328,346千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・先駆型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果 「県民目線」「スピード感」「現場主義」の３つの視点で、デジタルによる変革（ＤＸ）及びＤＸによる働き方改革を
強力に推進していくことにより、県民の「真の幸せ（ウェルビーイング）」を追求する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
デジタル基盤づくり、県内企業等のデジタル推進、デジタル人材供給拠
点づくりに取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・デジタル基盤づくり
データ連携基盤の拡大、利活用促進 委託料等 67,026千円ほか
・県内企業等のデジタル推進
中小企業などを対象としてワークショップや講演会、相談会 3,200千
円
・デジタル人材供給拠点づくり
県立大学にDX人材の育成や学生の確保、遠隔事業の推進など 委
託料 72,000千円 ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画に
おける「KPI増加分の累計」の目

標値

①データ利活用による地域課題解決の取組み件数（+60件）
②データ利活用を推進する官民連携の組織に参加する企業・団体数
(+300団体)
③県立大学でのＤＸ関連教育を受けた社会人数（+150人）
④県立大学におけるＤＸに関する相談受付件数（+25件）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検証
の結果及び改善方策へ
の反映が記載されている

URL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

※富山県、黒部市、射水市、入善町、滑川市、高岡市、魚津市、小矢部市の広域連携事業

旧制度（推進）事業概要： Toyama Digital Transformation Project 



申請者 富山県ほか２自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

916,532千円
（142,652千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果 誰もが起業にチャレンジできる環境づくりが重要であり、スタートアップの核となる突き抜けた人材が県内で自由に活
躍しやすい環境をつくる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
スタートアップ支援、まちづくり支援、事業承継等によるイノベーションの
創出に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・スタートアップ支援事業
「T-startup」の創出に向けた大規模イベント開催等 委託料、
負担金等 40,666千円 ほか
・事業承継等によるイノベーション事業
小規模事業者等の事業承継への取組みを重点的にサポートなど
補助金 7,000千円ほか
・県外資産活用によるイノベーション事業
新産業創出の実証実験の誘致、スタートアップ企業のマッチングなど
委託料等 5,330千円ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①県内大学発ベンチャーの起業件数（＋13件）
②県創業支援センター利用者の創業件数(＋24件)

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

※富山県、高岡市、入善町の広域連携事業

旧制度（推進）事業概要：Startup connect project 



申請者 富山県 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

740,241千円
（112,233千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 ローカルイノベーション分野

目的・効果
コロナ禍により落ち込んだ海外輸出、インバウンドといった産業、観光分野においてポストコロナの反転攻勢施策を進めるにあたり、外国
人材の技術や才能を活かし、コロナ前の経済に戻す努力ではなく、コロナ前を超える経済状況を目指し、日本人にも外国人にも、働き
やすく、暮らしやすい地域づくりを進め、世界に選ばれる「元気とやま」を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
ポストコロナの反転攻勢施策事業（外国人材の活躍促進、海外輸
出、国際観光）に取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・外国人材の活躍促進
ネットワーク会議を開催 委託料、事務費 900千円
・ポストコロナの反転攻勢（海外輸出）
サポートデスクを活用した、ASEAN・インド地域の販路開拓を支援
補助金、委託料 8,000千円ほか
・ポストコロナの反転攻勢（国際観光）
コーディネーターの配置、外国船寄港時のタクシー待合所等の設置
など 補助金、委託料、事務費 31,606千円ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①富山県の貿易額（輸出入額合計）（+1,781億円）
②外国人延べ宿泊者数(+1,051,000人)
③富山県内の「専門的・技術的分野の在留資格を持つ外国人労働
者数」（+919人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

旧制度（推進）事業概要： ポストコロナの海外展開事業



申請者 富山県ほか４自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

859,074千円
（126,799千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果 県民の結婚・出産・子育ての希望がかない、安心して子どもを生み育てられる環境、仕事と家庭生活との両立が実
現できる環境、すべての子どもが心身ともに健やかに成長し、次代の社会を担う者として自立できる環境を整備。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
多様性や寛容性のある環境整備、子育てしやすい環境整備、ライフ
ステージ、ニーズに応じた移住、定着支援に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・多様性や寛容性のある環境整備
ウェルビーイングの認知度向上と本県独自の指標を活用した政策展
開 委託料、事務費 15,330千円 ほか
・子育てしやすい環境整備
労働制度の普及啓発、好事例の紹介を実施 委託料、事務費等
6,830千円ほか
・ライフステージ、ニーズに応じた移住、定着支援
関係人口拡大に向けたセミナーやSNS広告 補助金等
2,725千円 ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①住みよさランキングの50位以内の市町村数（+9市）
②男性の育児休業取得率(+8.9％)
③県・市町村等の相談窓口を通した移住者数（+190人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

※富山県、高岡市、黒部市、上市町、入善町の広域連携事業

旧制度（推進）事業概要：ウェルビーイングによる人口増加プロジェクト

花のかたちでウェルビーイングの状態を表現



申請者 富山県ほか１５自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費） 554,693千円（52,899千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
グリーン・トランスフォーメーション、サーキュラー・エコノミー（循環経済）の確立、それらを下支えする基盤となるデジタル・トランスフォー
メーション（DX）を有機的に統合・推進し、再生可能エネルギーの地産地消や環境・エネルギー産業の育成等により地域活性化や
産業活性化、防災力強化も併せて実現することにより、脱炭素社会において持続し、選ばれる「開疎な脱炭素コミュニティ」の構築を
目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
県市町村が連携した脱炭素、持続可能な社会づくり、水資源の保
全・活用に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・ワンチームとやま脱炭素プロジェクト
脱炭素に関するコンテンツの充実、 委託料等 1,120千円ほか
・持続可能な社会づくり
新しい技術やサービスなど実証実験の誘致及び定着化 委託料
2,000千円 ほか
・水資源の保全、活用
海洋教室やイベントへの補助 8,958千円ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①エネルギー消費量の2013年度比の削減率（+7.8％）
②県内市町村での地球温暖化対策推進法実行計画（区域施策
編）の策定率(+86.5％)
③一般廃棄物循環利用率（+2％）
④北東アジア地域の中高生を対象とした、環境保全に取り組む人材
を育成する事業の参加人数（＋150人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

※富山県、富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、舟橋村、上市町、立山町、入善町、朝日町の広域連携事業

旧制度（推進）事業概要：開疎な脱炭素コミュニティ構築プロジェクト
 

普及啓発（市町村と連携したポータルサイトの運営）



申請者 富山県 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

744,018千円
（132,070千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 ローカルイノベーション分野

目的・効果 産学官連携により「薬都とやま」の産業集積を活かしたライフイノベーションの創出を目指すほか、次世代自動車、
航空機、ロボット等の成長分野の更なる振興を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
オープンイノベーションによる新商品・新技術開発と、大学発技術シー
ズの加速化のほか、専門人材育成に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・成長分野におけるオープンイノベーション
成長分野における有望な技術シーズを発掘・採択 委託料
5,000千円 ほか
・医薬品分野におけるオープンイノベーションと専門人材育成の推進
県内大学の研究開発や事業化・実用化の推進に対する支援
補助金 41,000千円 ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①従業員1人あたりの付加価値額(ものづくり産業)（+127.5万
円）
②県内産学共同研究数（成長分野対象） (+24件)
③県内大学における特許等知的財産権の出願件数（医薬・バイオ
分野）（+8件）
④県内大学から県内製薬企業への就職者数（+25人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

旧制度（推進）事業概要：産官学連携によるオープンイノベーション創出プロジェクト



申請者 富山県ほか５自治体※ 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

796,314千円
（231,463千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 観光振興（しごと創生）

目的・効果 多くの方に富山県を認知し、関心を持ってもらえる状態を作り出す必要があるため、寿司をキーワードに戦略的に富
山県の魅力を伝え、富山県の価値を高めるための地域ブランディングを推進する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
富山県の強みであるダイナミックな地形からの恵みとして、わかりやすい
「寿司」を各分野の共通の軸として課題解決を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・ブランド確立に向けた展開・国内、海外においてポップアップストアーや
見本市等への出展、伝統工芸品等のテストマーケティング等 委託費
19,100千円ほか
・プロモーション等による消費喚起に係る取組み
・「寿司」をフックとした掲載コンテンツの充実、webマーケティング等
 委託料19,400千円 ほか
・ブランド基盤を支える取組み
・県内寿司店舗の就職に結びついた若手寿司職人及び受入れ寿司
店舗大将の特集記事の掲載 委託料５,000千円ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域の観光消費額（+361億円）
②担い手育成関係事業に参画した人数(+73人)
③磯根資源養殖生産量（+3.2トン）
④主要都市圏で「寿司と言えばイメージする都道府県」で「富山県」を
第一想起する方の割合（+61.1％）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

※富山県、富山市、高岡市、射水市、氷見市、黒部市の広域連携事業

旧制度（推進）事業概要： 「寿司」を突破口としたブランディングによる関係人口増加プロジェクト事業



申請者 富山県ほか13自治体※ 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

516,514千円
（166,446千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
県民のウェルビーイングを向上させる最適な交通サービスを実現するために、地域の「投資」と「参画」を得るととも
に、本県が有する鉄軌道ネットワークという「財産」をまちづくりに活かし、地域による駅を中心とした交通まちづくり
を推進する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業
費

【事業概要】
地域交通サービスの確保・向上に向けた自治体・県民の「投資」「参
画」の推進に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・まちづくりと連携した駅の機能強化に対する「投資」事業
観光案内所の機能向上等 負担金18,057千円 ほか
・鉄軌道サービスのレベル向上と地域内のモビリティサービスに対する「投資」
事業
鉄軌道サービスのダイヤ平準化の取組み支援など 補助金33,268千円
ほか
・地域交通ネットワーク内の移動・交流の創出に対する「投資」事業
システム開発費やプロモーション費の支援など 補助金10,000千円ほか
・地域の活力・魅力向上のための「参画」促進事業
地域の関係者が主体的に新たな移動サービスを立ち上げる取組み
を支援 補助金30,000千円ほか

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域の人口・世帯数（▲30,755人）
②中心市街地等の歩行者通行量（富山市・高岡市の中心市街地及び
駅周辺の歩行者通行量）(+342人)
③県民１人当たりの地域交通利用回数（+5.1回）
④県内の自動車保有台数（貨物・特殊車両除く） （▲53,580台）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.pref.toyama.jp/101
721/soseikouhukin.html

※富山県、富山市、高岡市、魚津市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、上市町、立山町、入善町、朝日町の広域連携事業

旧制度（推進）事業概要：地域の「投資」と「参画」による駅を中心とした交通まちづくり事業



申請者 富山県 初回採択回 令和６年度第２回募集

事業計画期間 R6-R9年度 期間中の総事業費 2,831,309千円(1,712,900千円)

事業タイプ 地方創生拠点整備タイプ 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
こどもたちが天候に関わらず思いきり遊ぶことのできる屋内遊戯施設「新川こども施設」を整備し、こどもたちの主体
的な遊びを通じた非認知能力や運動能力の向上を図るとともに、子育て世代の満足度を高め、こどもたちの郷土
への誇りや愛着を醸成することで少子化の抑制と県内への定住促進につなげる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
本事業では民間の創意工夫を最大限引き出すため、施設の設計・施工から維持管理・
運営までを事業者が一体的に実施するPFI-BTO方式を導入する。本施設は、ハード面
ではこどもたちが天候に関わらずダイナミックに遊ぶことのできる大型遊具や、家ではできない
体験を提供するデジタルコンテンツを使った遊びを提供するほか、ソフト面では地域の企業
等と連携した体験プログラムを開催するなど、ハード・ソフト両面で本県の子育て環境の魅
力向上に資するオリジナリティにあふれた施設を目指す。また、施設全体についてインクルー
シブデザインに十分配慮した設計を行い、障害の有無等に関わらず楽しめる施設とする。

【主な経費】
・施設整備等（設備整備・用地造成を除く）の内容
【建築工事】 建築工事 1,285,635千円、工事監理 15,660千円
【建築物と不可分な設備工事】 268,779千円
・効果促進事業（ハード事業）の内容
【遊具工事】 遊具工事 125,519千円、遊具監理 1,740千円
・効果促進事業（ソフト事業）の内容
【デジタル遊具設計・開発】 15,567千円

KPI
※カッコ内の数値は実施計画に
おける「KPI増加分の累計」の目

標値

①本施設の周辺市町村の人口（▲13,635人）
②本施設の周辺市町村の出生数（±0人）
③本施設の利用者数（＋230,000人）
④本施設でイベント・プログラムの開催に協力いただける地元企業や地域団体
等の数（＋48団体）

URL
※交付金の具体的
使途・実施体制・効
果検証の結果及び
改善方策への反映が
記載されているURL

https://www.pref.toyama
.jp/101721/soseikouhuki
n.html

旧制度（拠点）事業概要：新川こども施設整備・運営事業
※PFI活用



申請者 富山県ほか２自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

436,256千円
（145,452千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
富山県の中山間地域は、県全体より人口減少・高齢化のスピードが速く、特に生産年齢人口の減少が顕著であるなかで、中山間地
域の持続可能な地域社会の形成に向けて、新たなビジネスを生み出し、「地域社会」と「地域経済」をリードするローカルプレイヤーの創
出を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
中山間地域において新たなビジネスを生み出し、「地域社会」と「地域経済」を
リードするローカルプレイヤーの創出を目指すために、若者や移住者など多彩なプ
レイヤーの活躍による地域経営力の強化する。多彩なプレイヤーの活躍に向けた
取組み、移住者の増加に向けた取組み、地域資源を生かしたローカルビジネスへ
の支援や人材の育成を取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・若者や移住者など多彩なプレイヤーの活躍による地域経営力の強化
プレイヤーが行う地域資源の活用や課題解決等の新たなアイディアを活かした
取り組み等を支援等 補助金24,000千円ほか
・大都市圏在住の移住検討者に対し、中山間地域等の魅力を伝えるためのマッ
チングイベントやプロモーション等を実施 補助金18,933千円ほか
・地域資源を生かしたローカルビジネスへの支援や人材の育成
第二創業やアトツギベンチャーを促進するための研修、プログラム
委託料 4,300千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①県・市町村の移住相談窓口等を通じた移住者数（＋90人）
②地域と企業・団体等が連携する地域活性化活動数（＋24組織）
③新規法人設立数（+60社）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要：中山間地域をリードするローカルプレイヤー創出プロジェクト 

※富山県、黒部市、南砺市の広域連携事業

継続

北陸3県くらし＆しごとフェアの様子



申請者 富山県ほか15自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,242,965千円
（442,896千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
能登半島地震からの一刻も早い観光需要の回復を目指すとともに、担い手の確保が難しくなる中でも、インバウンド需要の取り組み
等により観光業の持続可能性を高め、自然や歴史、伝統、文化など、富山の観光業を支える地域の滞在価値や魅力を、災害があっ
ても負けず、未来に向けて承継していくための取組を進めていく。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
能登半島地震で影響を受けたエリアへの誘客強化、持続可能な観光地域づくり
の推進、新たに観光を取り巻く環境変化への対応、地域一体となった受入環境
整備・インバウンド需要の取り込みに取り組む。本県を代表する主要観光地であ
る黒部峡谷鉄道と宇奈月温泉エリアへの誘客を強化することで、県全体の観光
需要の回復と地域経済活性化を図っていく。

【R8年度事業 経費内訳】
●能登半島地震からの観光需要の回復と、持続可能性の高い観光地域づくり
の推進
・黒部峡谷鉄道全線開通後、速やかな開始を目指す「黒部宇奈月キャニオン
ルート」一般開放・旅行商品化に際し、旅行者の満足度を高める取組みを実施
補助金11,100千円、委託料20,100千円ほか
●サステナブルツーリズムやアドベンチャーツーリズムなど新たに観光を取り巻く環境
変化への対応と受入環境整備
・付加価値の高い新たな宿泊施設の誘致に向けた検討会の開催や事業者の招
へい、調査事業等 委託料19,800千円、事務費3,463千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域における観光消費額（＋150億円）
②県西部6市の観光客入込数（＋2,370千人）
③県内の宿泊施設稼働率（＋7.5％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要：能登半島地震からのとやま観光復興プロジェクト 

※富山県、富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、舟橋村、上市町、立山町、入善町、朝日町の広域連携事業

継続



申請者 富山県ほか２自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

557,294千円
（186,083千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
県内企業による賃上げが経済の活性化、生産性やスキルの向上をもたらし、それがさらなる賃上げにつながる構造的賃上げを実現する
ことで、県内企業の魅力を向上させる。そして、UIJターン就職者や外国人材、障害者など多様な人材が魅力的な県内企業に引き寄
せられることで、県内企業による多様な人材の活用を推進し、県内企業の持続的な発展を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
県内企業の多様な人材確保・活用支援、県内企業における持続的な発展、若
者、学生等への県内企業の魅力の創出と発信に取り組む。
学生等若者に対しては、就職先としての県内企業の魅力を伝えるため、県内企
業の情報発信サイトの利用者拡大を図るとともに、掲載内容の充実を強化する。
また、県内企業における持続的な発展のため、設備投資や人材確保に向けた
人への投資、在籍している社員の定着に繋がる人材育成などを支援し、県内企
業の生産性向上を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・県内企業の多様な人材確保・活用支援事業
セミナーの開催、インターンシップ実施における伴走型個別支援等 委託料
18,010千円 事務費 6,649千円ほか
・県内企業における持続的な発展の取組み支援事業
Off‐JTによるリスキリング等 委託料 9,000千円ほか
・若者、学生等への県内企業の魅力の創出と発信支援事業
地域産業等と連携した課題解決型学習等 報償費、旅費6,350千円、研
修会委託料3,000千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域へのUIJターン就職者数（＋30人）
②県内大学生等の県内就職者割合（＋3ポイント）
③県内企業情報発信サイト登録企業数（＋510社）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要：県内企業の持続的発展”ＴＸ（Toyama Co. Ltd. Transformation ）”推進プロジェクト

※富山県、黒部市、射水市の広域連携事業

継続



申請者 富山県ほか５自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

611,231千円
（201,111千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
本県が「サーキュラーエコノミー(ＣＥ)を先導する地域」、「環境意識が高い地域」として認知され、地場産業の持続的な成長や、雇用
創出、魅力ある地域づくりの実現により、成長と分配の好循環を地方経済にもたらす。この好循環によって都市圏との時給ベースの賃
金水準格差を是正し、製造業従事者を中心に地域住民のウェルビーイング向上を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
県内ものづくり産業におけるCEビジネスモデルの創出をはじめ、県内で排出される
廃棄物の循環利用量の増加、循環利用促進に向けた技術課題の解決、県内
企業や消費者におけるCEの受容度向上に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・県内ものづくり産業によるサーキュラーエコノミービジネスモデルの創出
CEに取組む必要性や技術課題をテーマとしたセミナー開催等
事務費5,400千円ほか
・廃棄物の循環利用
異業種連携による新たな価値創出に向けた廃材展示会の開催支援等
補助金16,000千円ほか
・サーキュラエコノミーの受容度向上
県内中学生へのCEに取り組み企業への見学会等 補助金1,600千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①県内製造業の付加価値額（＋1,589億400万円）
②産官・産学官連携による共同研究開発件数（＋6件）
③県内中高大学生におけるCE・ものづくり関連企業見学会等への参加者率
（＋0.27％）
④廃プラスチック類の最終処分率（▲2.60％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要： 「循環の地、富山」創造プロジェクト(サーキュラーエコノミーによる県内ものづくり産業の新たな価値創造) 

※富山県、高岡市、黒部市、魚津市、入善町、朝日町の広域連携事業

継続



申請者 富山県ほか４自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

351,642千円
（112,251千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
本県のスポーツ環境の充実・魅力向上等の取組みを通じて、県内外からのスポーツ大会参加者や観戦者による交流人口の増加、観
光消費の増加やスポーツ産業振興による地域への経済波及効果、スポーツチームの応援を通じた地域への愛着やシビックプライド醸成
による人口流出の抑制・社会増、域外からのヒト・カネの好循環を生み出しスポーツによる「稼ぐ力」を高める。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
令和７年度に県版スポーツコミッションを設立し、市町村・スポーツチーム・競技
団体・企業等多様な主体との連携・協力体制を構築し、本県の優れたスポーツ
環境のPRや大規模大会等の誘致・開催支援等に取組み、スポーツを通じた関
係人口の創出、地域活性化に取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・県内スポーツ環境PR・大会合宿誘致による関係人口創出
大会・合宿誘致のためのスポーツ見本市出展 2,241千円ほか
県版スポーツコミッション総会等開催費等 会場使用料 250千円ほか

・スポーツチームを活用した地域活性化支援事業
スポーツチームとの連携による地域活性化活動支援事業支援等
補助金800千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①県内プロスポーツチーム年間観客総数の増加（＋7,110人）
②スポーツ大会等に伴う県内宿泊者数の増加（+1,000人）
③スポーツコミッションウェブサイトの閲覧数（＋1,200pv）
④県民のスポーツ実施率（＋15％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要： 富山県スポーツによる関係人口の創出と地域活性化プロジェクト 

※富山県、富山市、黒部市、南砺市、射水市の広域連携事業

継続



申請者 富山県ほか６自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,051,310千円
（315,589千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
今後、ますます人口減少が進行し、就業者が高齢化するなかでも、多様な担い手により本県の農林水産業が持続的に成長すること、
生産コストに見合った合理的な価格形成により物価高騰の中でも食料システムが維持されること、また、高温等の気候変動にも打ち克
つ農林水産業を推進することなどにより、将来にわたり県民に安全・安心な食料が安定的に供給され、本県の食料安全保障が確保さ
れ、ひいては日本全体の食料安全保障への貢献を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
豊かな水産資源という本県の特色も生かしつつ、従来の魅力に加え、本県の中
心である稲作のさらなる生産性向上のほか、園芸や畜産・果樹の生産振興を図
ることで、就業者の所得が増加し、農林水産業が魅力的な就業先として認識さ
れることにより、中核となる担い手の育成・確保を図る。新規就農者の確保・育
成、多様な人材の活用、リーディング経営体の育成・集落営農の後継者対策、
生産性・収益性の向上、気候変動等への対応に取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・人口減少に適応した担い手確保事業
研修制度を核とした新規就農者の受入体制支援等
事務費、補助金 3,134千円ほか
農業での短時間の就業機会の創出を支援等
補助金 1,000千円ほか
・物価高騰や気候変動に適応した持続的安定的な収量の確保・
 事業継続事業
リーディング経営体の育成のため、生産から販路までの一体的な
支援等 補助金9,850千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①農業産出額（＋60億円）
②新規就農者数（＋42人/年）
③輸出に取り組む事業者数（＋45者）
④県産材素材生産量（＋18,000m3）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要： 持続可能で競争力の高い農林水産業実現プロジェクト 

※富山県、高岡市、砺波市、南砺市、射水市、立山町、入善町の広域連携事業

継続

【短時間の就農機会の創出】 【経営体の育成】



申請者 富山県、南砺市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

349,490千円
（77,500千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
多様な人材が関係人口として本県に集積することにより、外部の新たな視点と地域との交流が生まれることで新たな価値や産業が創出
され、地域が活性化し、本県経済のさらなる成長につながる。そして、本県に集う人々が本県のウェルビーイングなライフスタイルを発信す
ることにより、その情報を受け取り本県の関係人口となる人々が一層増加するという好循環を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
万博を契機として、県外の方を関係人口として県内に呼び込むことにより、富山
県のものづくり産業における人材確保につなげるだけでなく、富山県と積極的に関
わる多様な人材の育成を図るとともに、関係人口と地域が交流することによる地
域活性化につなげる。

【R8年度事業 経費内訳】
・関係人口の創出促進
関係人口の創出に向けた重点分野の方向性について集中的に議論
するための会議を開催
・関係人口を生かした地域活性化や人材の育成
県内事業者と連携して進めるプロジェクトや社会実験を創出するため、
フォーラムやワークショップ、異業種交流会等を開催
委託料 24,000千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①関係人口の創出数（＋17,400人）
②コア関係人口の創出数（＋75人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要： 大阪・関西万博を契機とした人材と産業の成長と地域力向上プロジェクト 継続



申請者 富山県ほか２自治体※ 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

535,591千円
（219,521千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果

・コンベンション誘致、メディア・SNS等を活用した戦略的プロモーション、広域連携による誘客強化により、国内外の観光客から「行って
みたい」「また行きたい」と選ばれ続けるブランド力の高い観光地を実現する。
・体験型観光コンテンツの造成・磨き上げ・PR、サイクルツーリズムの推進、観光施設の魅力向上などにより、滞在時間の延長と観光消
費額の増加を実現し、稼げる観光地域づくりにより、地域経済の活性化を図る。
・稼げる観光人材の育成、旅行者の多様なニーズに応じた受入環境の整備やデジタル技術の活用により、持続可能な観光地経営の
基盤を構築する。さらに、体験・交流を通じて富山のファン(関係人口)を増やし、リピーター化・移住定住へとつなげる好循環を生み出す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
観光の観点から認知度向上と訴求力強化のために、戦略的プロモーションによる
首都圏での富山ブランド発信や話題性のあるイベントなどを行い、誘客の推進を
行う。また、滞在時間延長と観光消費額増加のために体験型観光コンテンツ創
出・磨き上げ・PR、持続可能な観光地経営の基盤構築のために観光人材の育
成・受入環境の整備に取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・戦略的プロモーション・誘客推進
首都圏主要メディア等を活用した情報発信、首都圏拠点等を活用した富山
魅力発信事業（委託料）など 34,030千円ほか
・体験型観光コンテンツ創出・磨き上げ
新規体験コンテンツの造成支援・PR、富山湾岸サイクリングコースの受入環境
整備（委託料）など 29,190千円ほか
・観光人材の育成・受入環境の整備
「とやま観光ビジネスアカデミー」開催（委託料）など 20,648千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①観光消費額（＋348億円）
②観光公式SNSフォロワー数（＋2.1万人）
③旅行客満足度（「大いに満足」「満足」の割合） （＋5.8%）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要：体験・交流型観光による持続可能な地域経済活性化プロジェクト

※富山県、富山市、立山町の広域連携事業

新規



申請者 富山県、南砺市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

40,092千円
（13,976千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果

・県内で開催される文化芸術行事への参加や鑑賞の機会を充実させ、文化ホールや美術館などの公演・展覧会を充実させることで、
地域への愛着やシビックプライドを醸成し、文化面での富山ブランドを確立する。これにより、子どもから高齢者までに選ばれる地域となり、
人口流出の抑制、移住促進、関係人口の創出につなげる。
・有形・無形の文化財や特色ある美術館・博物館など、多彩で魅力的な県内の文化資源を活用し、文化観光や伝統文化の保存・
活用を推進することで、県外・国外から交流人口を呼び込み、地域間交流や地域の賑わいを創出する。
・商品企画・販売促進に関する事業創出力の向上を目的とした人材育成講座や、伝統工芸産業の技術習得支援などの人材育成
事業を通じ、新商品開発や販路開拓、高度で希少な技術の継承を進め、伝統工芸産業の活性化を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
世代を問わず参加できるイベントやワークショップ・情報発信・文化観光や伝統
文化の保存や活用を通じた文化体験の機会を拡大し、人口流出の抑制、観光
誘客や関係人口の創出につなげる。加えて、行事の担い手確保や経済効果を
創出する。
また、文化に触れあう機会の充実、文化資源の活用、芸術、伝統産業、デザ
イン等の人材育成に取組む。県民が文化芸術に触れ、担い手を育成するととも
に、県内文化資源を活用した地域活性化を図る。

富山県の伝統的工芸品
【R8年度事業 経費内訳】
○ソフト事業
●芸術、伝統産業、デザイン等の人材育成
・新商品開発プログラムを含めたワークショップを実施（委託料）4,860千円ほ
か

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①文化施設周辺に関する交流人口（＋87,000人）
②伝統工芸産業従事者一人当たりの生産額（＋90万円）
③県内に自信をもって誇れるものがたくさんあると思う人の割合（＋30％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要：文化による関係人口の創出と地域活性化プロジェクト 新規



申請者 富山県 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

239,373千円
（78,851千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
「ものづくり産業」と「医薬品産業」の産業集積と技術力を活かし、医薬品製造におけるサプライチェーンの強靭化を加速させ、バイオ医
薬品等の革新的・新規性の高い、高付加価値な医薬品の研究・開発を推進するとともに、製造や開発に不可欠な部素材・消耗品・
機器等を日本国内の安定供給を担う地域となり、新たな付加価値や雇用を創出し地域全体の活性化を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業
費

【事業概要】
県内ものづくり企業のバイオ・医薬品分野への参入支援を行い、新規参入を推
進する。また、創薬開発及び製造拠点へ繋げることを目標とし、県内製薬企業を
支援する。さらに、高品質な医薬品の安定供給を担う地域としての地位を獲得
するために、最新の科学技術を踏まえた技術確立と専門人材の育成に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・ものづくり企業のバイオ・医薬品分野への参入支援
研究会運営 (補助金)33,000千円ほか
・スタートアップ企業やベンチャー企業支援
ベンチャー企業等と県内製薬企業が連携して取り組む研究開発テーマに対し、
研究開発費を助成 (補助金）15,000千円
・医薬品の安定供給に係る支援
製造・品質管理技術の確立及び専門人材育成の推進
(事務費) 3,476千円、(委託費) 3,884千円ほか

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画にお
ける「KPI増加分の累計」の目標

値

①従業員１人あたりの付加価値額（＋71万円）
②連携プロジェクトの件数（＋27件）
③バイオ・医薬品分野に関する相談件数（＋350件）
④セミナー等の参加数（＋450人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.toyama.jp/1017
21/soseikouhukin.html

事業概要：未来につなげる富山くすり・バイオ関連産業創出プロジェクト 新規



申請者 富山県 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

416,977千円
（0千円）

事業分野 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
・科学的根拠に基づく資源管理の推進により、持続的かつ安定的な水産物の利用および観光資源としての活用を図り、交流人口の
増加や消費拡大に繋げる。
・調査研究に基づく科学的知見を活用し、「富山のさかな」の付加価値向上や競争力の向上を図り、地域経済の拡大を目指す。
・海洋調査のDX化や産官学連携の拠点となることにより、水産業の成長産業化を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
「新立山丸（仮称）」を建造し、高度な資源調査・観測機能を有した
新型設備や船内研究実験室、デジタル設備等を新たに整備する。
・海洋観測：連続観測が可能な多層式超音波流速計
・海底地形調査：映像で海底を視認できる水中ドローン
・資源調査：魚群種類と量を計測できる計量魚群探知機
・調査のDX化：陸上との情報共有、発信が可能となる衛星通信
・調査船の多角化：共同研究や海洋教育にも利用可能な船内ラボ
など

【R8年度事業 経費内訳】
・設備整備工事
船内研究実験室の実施設計 0千円
音響調査設備の発注 0千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①県産代表６魚種の産出額（＋5億円）
②調査結果を享受する漁業関係者等の人数（＋90人）
③新たな海業の取組件数（＋5件）
④大学や外部研究機関等との共同研究数（＋5件）

URL
※交付金の具体的使途・
実施体制・効果検証の結
果及び改善方策への反
映が記載されているURL

https://www.pref.toyama.jp/kens
ei/kenseiunei/seisaku/souseisenry
aku/index.html

事業概要：富山県水産研究所・漁業調査船「新立山丸（仮称）」新型設備整備事業 新規



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

108,511千円
（30,664千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
少子・超高齢化による人口減少が進行する中で、市民が積極的に地域活動に参加する機運を高め、様々な活動において行政・市
民・企業等が協働し地域の抱える課題の共有や解決に取り組むことで、地域住民同士の連帯感の醸成、コミュニティの活性化につなげ
る。また、様々な取組を通じて付加価値を創造し、現在の市民だけでなく、次世代の市民となりうる人にも積極的に「選ばれるまち」とな
ることで、持続可能なまちづくりを実現する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
富山市に住み続ける・帰ってくる・貢献する意識を醸成するため、キャッ
チフレーズを活用したプロモーションや東京圏の移住希望者に対する移
住セミナーや体験ツアー等を実施する。
また、SDGｓを推進による都市の持続的な付加価値創出につなげる
ため、オリジナルSDGsボードゲームの制作や市民参加型のSDGsに関
するキャンペーンを行う。
また、学校跡地や公共空間の活用について、官民が連携し、地域の
活性化・賑わい創出に取組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・「それって富山市！？」プロモーション事業 （委託料） 4,500千円
・移住受入促進事業（委託料）5,964千円
・富山市版オリジナルSDGs学習ボードゲームの開発（委託料）2,000千円
・学校跡地等活用事業（委託料）5,700千円
・「TOYAMAまちなか音楽祭」事業（委託料）10,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①富山市の世帯数（＋3,450世帯）
②富山市から発信する情報の閲覧・投稿者数（＋46,729人）
③県内大学卒業生の県内就職率（＋4％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：市民との協働による地域課題の解決と付加価値の創造による持続可能なまちづくり事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和６年度第２回募集

事業計画期間 R6-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

2,154,974千円
(1,570,663千円)

事業分野 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
既存施設の魅力を最大限生かすため、プロバスケットボールリーグ「Bリーグ・プレミア」基準に対応したアリーナ改修をPFI事業の「R方式」、
施設運営を「コンセッション方式」とする「Rコンセッション事業」とし、民間活力やノウハウを活用した自由度の高い事業を展開することで、
プロバスケットボールチームとの連携による興行をはじめ、コンサート等の多様で良質な興行を誘致し、富山駅北地区全体の回遊性の向
上や、関係人口、交流人口の拡大を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】

市総合体育館における、バスケットボールリーグBプレミアで求められてい
る基準の充足や施設の魅力向上を図るための施設改修等をPFI事業
の「R方式」、施設運営を「コンセッション方式」とする「Rコンセッション事
業」とし、民間のノウハウを活用した自由度の高い事業を展開し多様な
収益源を確保することで「稼ぐ力」を高めるとともに、ICTを活用した施
設管理システムの導入による施設管理情報のデジタルでの一元管理
の実施など、事業者と市の双方にとって効率的な維持管理によって施
設の持続可能性を高める。

【R8年度事業 経費内訳】
・建築物本体工事 建築改修費等 1,405,029千円
・備品整備 ICT設備 165,634千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

① 富山市の世帯数（＋8,750世帯）
② Bリーグ興行における１試合平均入場者数(＋420人)
③ 市総合体育館及び市３x３バスケットボールコートにおける興行開催回

数（Bリーグ公式戦除く）（＋5回）
④ 富山駅北側の平均歩行者通行量（＋650人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：富山市総合体育館Rコンセッション事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

230,758千円
（85,747千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
今後も地域の中核都市として現在の都市規模を維持していくために、若者や女性に選ばれるまち（=楽しいまち）を目指し、様々な
取組を通じて魅力的な雇用を創出するとともに、移住、定住・定着を促すことで、中期的な視点では人口減少を「緩和」させ、長期的
な視点では人口を「定常化」させることを目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
若者世代の実質所得の向上や若者（女性）が魅力と感じられる雇用の創出
や働きやすい環境づくり、中高大学生に向けた富山で働くことのイメージを持てる
情報発信等を行う。
また、ターゲットを絞って情報を届けるWeb広告や若い世代に刺さるプロモーション
を行うことで、関係人口の創出に取組む。
さらに、大学進学を機に富山を離れた大学生のUターンに繋げるための情報発信
や、Webマーケティングの手法を活用し、個別最適化した移住希望者へのアプ
ローチ等を行い、移住・定住の促進を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・若者や女性が魅力を感じるオフィス誘致（委託料）4,150千円
・しあわせプロモーション事業（委託料）7,000千円
・みらい市民パスポート（委託料）4,500千円
・「日本一幸せ」な移住プロジェクト（委託料）30,000千円 等

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

① 移住者数（移住相談窓口を通した県外からの移住者数）(＋60人）
② みらい市民パスポート発行枚数（＋2,700枚)
③ X、インスタグラム、WEB広告等による富山市から発信する情報の閲覧・

投稿 （＋40,700人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：若者・女性が魅力と感じる雇用の創出と、個別アプローチによる関係人口・移住促進事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

171,434千円
（46,446千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
• 児童・生徒や学生を含む全世代の市民が、本市の魅力や地域資源を再発見し、将来を考え、行動する意識の醸成を行うとともに、
年齢を問わず誰もが安心して生活することができるコミュニティ機能の維持や新たな「共助」体制の構築を図る。

• 自然・文化・芸術などのこれまで十分にいかされてこなかった地域資源をブラッシュアップし、最大限活用することで都市の「稼ぐ力」を向
上させ、観光を通じた持続可能な地域活性化の好循環を創出する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
「過去」「今」「未来」をテーマに地域資源や地域コミュニティを再認識す
るための市民参加型の事業を実施し、全市一体的なシビックプライドの
醸成を図る。
また、「おわら」や「ガラス」、「すし」などの地域資源をブラッシュアップし、
合わせて効果的なプロモーションを行い、ブランド力を強化することで、
地域の「稼ぐ力」の向上を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・TOYAMAから世界への舞台芸術発信（委託料）1,500千円
・「ガラスの街×すしのまち」とやま（委託料等）5,009千円
・「ガラスの街とやま」の稼ぐ力と国際展開力強化（委託料等）13,735千円
・主要事業の魅せる化（委託料）6,600千円 等

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

① 富山ガラス工房売上高（＋10,500千円）
② 観光客入込数（交流人口）（＋1,740,200人）
③ 企業版ふるさと納税を活用し本市へ寄附を行った企業数（＋30社）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：共助と多様な担い手による、「地域コミュニティ」の再生と「稼ぐ力」の向上事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

82,708千円
（28,783千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
・DX・GXや新技術の社会実装による付加価値の向上などの成功事例を「見える化」し、中小企業等への波及や面的展開を通じ、市
内企業の生産性の向上につなげる。
・市内産農林水産物の販路の拡大を図るとともに、農産物流通のDXを推進するなど、農業者の所得向上と持続可能な「稼げる農
業」や新たな担い手確保につなげる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
市内中小企業の脱炭素化に向けた計画策定や設備投資に対する支
援や、取組の情報発信に取組み、市内企業の企業価値の向上や生
産性の向上を図る。
また、八尾地域をモデル地域として、福祉人材育成機関と地域、福祉
事業所の連携による人材の掘り起こし、マッチング、就労支援等に取
組み人材の確保につなげる。
さらに農業分野においても、Web販売支援やWebへ消費者を誘導す
るイベント実施等により、「稼げる農業」の実現につなげる。

【R8年度事業 経費内訳】
○ソフト事業
・企業・団体向け脱炭素化促進（補助金）5,300千円
・福祉人材確保対策（委託料）2,063千円
・農林水産物Web販売支援（委託料）8,300千円 等

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

① 経済構造実態調査における年間製造品出荷額等（＋482億円）
② チームとやまし参加事業所数（＋50チーム)
③ 農林水産物Web販売支援事業で商品化した商品点数（＋150点）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：DX・GXと多様な人材の多様な働き方による、都市の生産性向上事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

160,716千円
（8,660千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
本市がアメリカのニューヨーク・タイムズ「2025年に行くべき52か所」に選定された効果の最大化を図るため、プロモーションから、市内の受
入環境の整備、近隣自治体との連携による体験型コンテンツの充実等にいたるまでを、観光協会や商工会議所、近隣市町村や大学
等と連携しながら包括的に取り組むことで、富山を素通りさせない観光深化を図り、インバウンドの取り込み、地域経済の活性化に繫げ
る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
外国人観光客のさらなる誘致のため、ANA機内誌への本市のPR記
事の掲載をはじめ、外国人に焦点を充てたプロモーションを強力に行う。
合わせて、市内主要観光施設の多言語化対応などの外国人観光客
の受入環境の整備、体験型観光の造成などに取組む。
また、周辺自治体と連携し、各自治体の食・自然・アクティビティ等を組
み合わせたモデルコースのPR等により観光客の分散化を図り、観光客
の満足度の向上につなげる。

【R8年度事業 経費内訳】
・富山やくぜん 外国人観光客向けPR（委託料）1,000千円
・体験型観光の推進・PR（補助金）5,000千円
・外国人向け富山まるごとおもてなし（委託料）2,000千円 等

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

① 市内宿泊施設外国人延べ宿泊者数 （＋40,000人/年）
② 富山市における観光客入込数 （＋1,928,200人/年）
③ コト消費（まちなか観光案内所利用者数）（＋10,500人/年）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：ニューヨーク・タイムズ「2025年に行くべき52か所」選定に伴うインバウンド対策事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

90,841千円
（20,196千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
地域内に誰もが立ち寄れる拠点の利便性を高めるとともに、多世代交流の促進や住民同士のコミュニケーションの円滑化を図るなど、
住民同士の共助を高めることで地域コミュニティを強化し、安心して生活できる環境を整備し、スマートシティの推進につなげる。これらの
取組みにより、地域内人口減少の抑制も期待され、持続可能な地域コミュニティの形成を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
デジタル技術の導入やデータの利活用を図ることにより、地域活動の拠
点の利便性の向上及び、地域住民間のコミュニケーションの円滑化など
を推進するモデル事業を市内郊外部で実施し、横展開を図ることで全
市的なスマートシティの推進を図る。スマート地域情報ネットワークの構
築、多世代交流プログラムやAIオンデマンド交通の実施などを行う。

【R8年度事業 経費内訳】
・施設予約システムサービス使用料 106千円
・スマートロック使用料等 146千円
・地域SNS等導入委託料 990千円
・多世代交流プログラム 7,000千円
・ワークショップ開催経費 300千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域内人口減少率（▲３％）
②拠点施設稼働上昇率（＋15％）
③地域内住民満足度の上昇率（＋85％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：「日常の生活エリア」の「身近な生活関連サービス確保」と「交流・潤い創出」に関するスマートシティ先導的モデル事業 継続



申請者 富山県富山市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,579,090千円
（39,329千円）

事業分野 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
北陸観光の入り口として多くの観光客が訪れる富山駅の北側に整備する施設において、「富山のくすり」をテーマとし、最新技術を活用
した魅力的なコンテンツ展示を行い、観光誘客を図るだけでなく、市内の他の観光施設へ誘導するハブ施設としての機能も持ち、観光
客の市内滞在時間の延長、観光消費の拡大を図る。また、県内薬業関連企業や大学と連携した官民連携イベントを通じ、本市の薬
業をはじめとした産業の地場振興にもつなげることで、地域経済のさらなる拡大を目指すものである。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
PFI事業として実施し、AR・VRを活用したデジタル展示やインタラクティブ展示等
を行い、観光誘客につなげる。
また、市内の他の施設へ誘導するハブ機能を持たせ、観光客の市内滞在時間・
観光消費額の拡大を図るほか、大学や富山県くすりコンソーシアム、「くすりの語り
部」の方々と連携し、ワークショップ等を実施し、薬業をはじめとした産業の地場産
業振興にもつなげる。
上記の取組のための建築・設備改修工事及び展示設備工事を行う。

【R8年度事業 経費内訳】
・施設内部改修工事にかかる基本設計業務 39,329千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①観光消費額（経済効果）（＋10.16億円）
②入館者数（＋163,216人）
③産官学民連携イベントの開催回数（＋19回）
④産官学民連携イベントの参加者数（＋3,120人）
⑤産官学民連携イベントの連携団体数（＋11団体）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.toyama.lg.jp/shi
sei/seisaku/1010738/1011468/10
02487.html

事業概要：（仮称）とやまくすりミュージアム整備事業 新規



申請者 富山県高岡市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費） 83,898千円(26,018千円)

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果
・やりがいのある仕事が少ないというイメージを変えるため、多様な職種があることや本市でキャリアを積んでいくことが
できることを発信し、学生の市内定着やUターンを促進する。
・地域課題をビジネスの手法で解決するコミュニティビジネスの起業など、地方での新たなしごとを創出する。
・人手不足が課題の分野での就業を支援し、人材確保を図るとともに地方へ人の流れを創出する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
〇学生を対象として、短期間で複数企業回るインターンシップを開催
し、市内の様々な企業を知る機会を創出する。
〇学生とともに課題解決に取り組む企業へ支援する
〇新たなビジネスの創出を模索する人・団体と、地域課題をつなぐ
〇幅広いしごとの創出（起業・創業・開業）と、就業を支援する
【R8年度事業 経費内訳】
・インターンシップ運営、動画の制作
（委託料）7,370千円（うち対象外経費3,680千円）
・地域課題解決に取り組む企業への支援
若者アイデア発表会の運営等 委託費495千円、消耗品費150 
千円、郵便料55千円
・マッチング、セミナーの実施（委託料）9,410千円
・次世代の地域経営者を育成するセミナーの実施 
 委託料1,000千円

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域へのUIJターン数（＋300人）
②創業件数（累計）（＋360件）
③県外大学等卒業時に就職した者に占める県内Uターン就職者の
割合（＋2.6％）

④社会増減（＋362人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.city.takaoka.toyama
.jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_ke
ikaku/13/6870.html

旧制度（推進）事業概要：若者・女性のキャリア発信及び起業・開業・就業支援プロジェクト

https://www.city.takaoka.toyama.jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keikaku/13/6870.html
https://www.city.takaoka.toyama.jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keikaku/13/6870.html
https://www.city.takaoka.toyama.jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keikaku/13/6870.html


申請者 富山県高岡市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

38,525千円
（12,740千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果

• 本市の強み（=地域資源）である「高岡銅器」や「高岡漆器」等の伝統産業の魅力を地域外の人々に発信し、体験してもらうことで
伝統産業を核とした交流や新たな産業の創出につなげる。また、インバウンド需要を取り込み、国内外からの観光客を増加させること
で、観光消費を拡大させ地域経済を発展させる。

• 産業の活性化や地域経済を発展させることで、伝統産業の担い手不足の解消および東京圏への人口流出を防ぎ人口の維持を目
指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
・職人の技が光る工芸品や制作体験は、外国人観光客の人気が高いことから
外国人観光客にも対応した伝統産業を活用した観光プロモーションを実施する。
伝統産業のプロモーション事業を通してインバウンド需要に応えることで、お土産
品の購入や宿泊、飲食などの観光消費の拡大につなげる。
・児童・生徒が伝統産業や伝統工芸品に触れ親しむ機会を提供することで、自
分の住んでいるまちの特色や魅力を知ってもらい、地域への興味や愛着を醸成す
る。ひいては、伝統産業の担い手不足の解消や魅力的なしごとの創生、県外へ
の転出対策につなげる。

【R8年度事業 経費内訳】
・インバウンドに対応した観光動画の製作・活用（補助金）4,000千円
・工芸体験と和菓子づくり体験がセットになったクーポンのPR
（補助金）5,000千円
・伝統工芸品のものづくり体験など（補助金）13,000千円
・児童に伝統的工芸品の製作体験事業を実施（補助金）1,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①観光関連施設の売上高（＋45,288千円）
②伝統工芸品の生産額（＋406百万円）
③外国人宿泊者数（＋4,263人）
④観光客入込数（＋34万人）
⑤高岡地域地場産センターへの来場者数 （＋1,500人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.takaoka.toyama.
jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keik
aku/13/6870.html

事業概要： 「ものづくりのまち」高岡の地域資源を活かした地方経済の創生プロジェクト 継続



申請者 富山県高岡市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

341,794千円
（19,975千円）

事業類型 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果

• エコで快適な暮らしを楽しく体験できるゾーン、脱炭素ビジネス関連企業の交流を促すゾーンなどを配置する環境啓発拠点を整備し、
新たなライフスタイルやビジネスモデルの提示を行うことで、市民や事業者の環境意識を高め、行動変容を促す。

• 環境啓発拠点の整備によって事業者と多様な世代・人材の交流による、地域脱炭素ビジネスの創出など、サーキュラーエコノミーに資
する新たな価値やイノベーションを生み出す機会を提供する。

• 中心市街地に新たな価値を創出し、地域内での消費と所得循環、地元産品やサービスの利用を促進し、地域経済の強化を図ると
ともに、教育・研修旅行の誘致を行い、域外からの所得の獲得を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
• 本市の中心市街地のほぼ中央に位置する複合型商業施設「御旅
屋セリオ」において、エコで快適な暮らしを楽しく体験できるゾーン、脱
炭素ビジネス関連企業の交流を促すゾーンなどにより、市民や事業
者の行動変容を促す「環境啓発拠点」の整備を行う。

• 施設整備における効用を最大限高めるため、運営を見据えた設
計・施工の実施を目的として、民間活力を最大限活用するためのプ
ロポーザルを行う。

【R8年度事業 経費内訳】
施設整備に向けた実施設計を行う。

・実施設計 19,975千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①社会増加数（±０人）
②環境啓発拠点ブース出展社数（＋19社）
③御旅屋セリオ入館者数（＋74,000人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.takaoka.toyama.
jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keik
aku/13/6870.html

事業概要：環境シンボル拠点からはじまる行動変容変容
～まちなかの資源循環×脱炭素でにぎわい創出プロジェクト～ 継続



申請者 富山県高岡市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

94,067千円
（27,489千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果

・健康で活動的な市民生活の推進によって、市民の経済活動が活発化し、地域経済の活性化が図られる。本市に興味を持つ方を増
やすことで、関係人口を増加させ、ふるさと納税・通信販売等による地場産業の活性化を目指す。
・市民が健康に暮らし、自らの得意分野や経験を活かして地域の中で活躍することを目指し、各ライフステージでの健康意識の向上や
市民ボランティアの増加に向けた取組みを行うなど、地域の人材確保を図る。
・本市の強みである歴史・文化を核とした観光資源の磨き上げを行い、情報発信を強化することで、特に県外・海外の方も訪れたいと
感じるまちを実現し、訪れる人の増加につなげる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
・市民ボランティアの活動を支援し、地域内の交流を推進するため、人
材の育成や活動の支援を行う。
・高岡古城公園やまちなかでイベントの開催を行う。
・観光地のHPの改修や観光ガイドの配置、訪日外国人を中心とした
旅行客への市内観光地やモデルコースのPR等の情報発信を強化する。

【R8年度事業 経費内訳】
・暮らしたい働きたいまち推進事業 2,225千円
・訪れたいまち推進事業 25,264千円
（高岡古城公園でのイベント開催、観光データ分析・活用推進、
情報発信の強化 など）

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域へのUIJターン数（＋300人）
②社会増減の均衡（±0人）
③観光入込客数（＋15,000人）
④特定健康診査受診者に対するHbA1c6.5%以上の割合（▲0.6％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.takaoka.toyama.
jp/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keik
aku/13/6870.html

事業概要：歴史・文化・人がつながる「選ばれるまち高岡」実現プロジェクト 新規



申請者 富山県高岡市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

22,141千円
（22,141千円）

事業分野 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果

・アーバンスポーツ施設がもたらすまちなかの滞留性の高まりにより、飲食店を中心に地域消費の拡大が起こり、また、若者が集まる施設
であることから周辺に若者をターゲットとした店舗が集積するなど、地域経済の発展も期待される。
・まちなかの滞留性を高め、賑わいの創出を図るとともに、若者の思いに応えた施策を実行し、若者に選ばれるまちを創生する。
・高岡駅と新高岡駅の近隣施設において、アーバンスポーツの普及・体験に関するイベントを開催し、高岡駅と新高岡駅間の回遊性を
高め、２つの駅の繋がりの強化を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
〇3X3バスケットボールコートの整備
高岡駅利用者等の様々な人が往来する高岡駅北口交流広場の
持つ潜在能力を最大限活用するため、市内外から若者が集まり、交
流の拠点となる3x3バスケットボールコートを整備する。
〇アーバンスポーツイベント開催支援事業
高岡市を開催地として行われる、民間事業者主催のアーバンス
ポーツの大会やイベントに対して補助金支援するもの

【R8年度事業 経費内訳】
〇3X3バスケットボールコートの整備
・造成工事費 20,141千円
〇アーバンスポーツイベント開催支援事業
・補助金2,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域の社会人口増減の均衡（±０人）
②施設の利用者数（＋2,600人）
③大会・イベント時の来場者数(関係人口、交流人口）（＋2,800人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.takaoka.toyama.jp
/gyosei/gyoseijoho/seisaku_keikaku
/13/6870.html

事業概要：アーバンスポーツからはじまるまちの賑わいプロジェクト 新規



申請者 富山県魚津市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

9,331千円（1,871千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果
・担い手として、外国人を含めて市外からのマンパワーを活用し、地域活動・地域産業の活性化を図る。
・まちの活性化に寄与する人材の発掘、発掘した人材を育成・活用する体制を構築する。
・域外人材と地域住民との交流により関係を深化させ、地域内での内発的発展に繋げる。
・魚津市に関心・愛着を持ってもらい、「第二のふるさと」として将来的な二拠点居住・移住に繋げる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
親子世帯や地域内外の人材が魚津の自然・文化・産業に関わりなが
ら地域とつながる機会を創出するため、博物館と連携した親子テレワー
ク・自由研究プログラムや小学校での体験入学などの滞在型事業を
実施する。あわせて、一次産業事業者の「困りごと」と「助っ人」をつなぐ
マッチングサイトを運営し、現場支援や体験発信を通じて継続的な参
画を促進する。

【R8年度事業 経費内訳】
・博物館ワーケーション実施経費 390千円
市内博物館と連携し、子どもは体験学習、保護者はテレワークを行い
ながら市内小学生と交流する親子滞在型プログラム実施する。
・体験入学実施経費 308千円
都市部在住の親子を対象に、市内小学校での体験入学や地域体
験を通じて魚津の生活を体感してもらう。
・うおづ助っ人マッチング実施経費 1,173千円
一次産業事業者の「困りごと」と「助っ人」をつなぐマッチングサイトを運
営し、現場支援や体験発信を行う。

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域へのUIJターン数 （＋90人）
②市の関係人口事業に参加するリピート数 （＋89人）
③本事業の域外参加者を受入する人材・事業者数 （＋30者）
④定住応援室が運営するSNSのフォロワー数及びHPアクセス数
（＋32,068人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.city.uozu.toyama.jp
/guide/svGuideDtl.aspx?servno=
8497&topkb

旧制度（推進）事業概要：人と水がめぐるまち。魚津市活性化プロジェクト



申請者 富山県魚津市 初回採択回 令和７年度第１回募集
事業計画期間 R7-R8年度 期間中の総事業費

（カッコ内はR8年度事業費）
438,730千円
（0千円）事業類型 ソフト

事業
拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
閉校した小学校の跡地に、コミュニティセンターを核とした複合施設を整備する。 社会福祉協議会事務所と、消防団詰所を集約するこ
とによって、地域コミュニティと社会福祉協議会の活動連携の強化、また、地域防災の拠点化を図る。施設内にコミュニティカフェを設け、
あらゆる人々が気軽に立ち寄れる居場所づくりを行い、地域共生社会の実現につなげる。また、地域コミュニティ活動を活性化し、小規
模多機能自治を推進する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】※数値はR7年度事業予算額
上野方地域コミュニティセンター（580㎡）
【建築主体工事】 458,000千円 （うち、交付対象 287,000千円）
【建築物と不可分な設備工事】 102,000千円
＜内訳＞
電気設備工事 60,000千円（うち、交付対象 50,000千円）
機械設備工事 42,000千円（うち、交付対象 26,000千円）
【管理監督業務委託費】 22,400千円（うち、交付対象 13,000千円）
【外構1期工事】 98,780千円（うち、交付対象 62,370千円）
※一体的に整備する、社会福祉協議会事務所（320㎡）及び、消防団詰所
（90㎡）は交付対象外

【R8年度事業 経費内訳】
外構2期工事 35,750千円 ※交付対象外

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域の人口（上野方地区）（▲150人）
②コミュニティセンター利用者数 （+1,250人）
③コミュニティカフェ利用者数 （+3,500人）
④地域共生社会実現を目的として実施した行事数（+12回）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.uozu.toyama.jp/g
uide/svGuideDtl.aspx?servno=8497

事業概要：地域共生社会実現のための基幹となるコミュニティ施設整備事業 継続

https://www.city.uozu.toyama.jp/guide/svGuideDtl.aspx?servno=8497
https://www.city.uozu.toyama.jp/guide/svGuideDtl.aspx?servno=8497


申請者 富山県魚津市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

67,100千円
（55,000千円）事業類型 ソフト

事業
拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
新川文化ホールクリスタルガーデンを改修、隣接するこども施設と連携した多世代文化交流拠点を整備し、地域の人々や企業を結び
付けることによる賑わい創出、芸術文化等を通したこどもたちの情操教育や、若者やこどもたちの地域への愛着を深め、市内への定住促
進に寄与することを目的とする。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
現在通路として使用されているクリスタルガーデンを多目的広場としてイベント実
施が可能となるように再整備する。
【拠点整備事業経費】
・施設概要 新川文化ホールクリスタルガーデン(296㎡)
・再整備費用総額 67,100千円
①基本設計及び実施設計業務委託
②改修工事

【R8年度事業 経費内訳】
・建築物本体工事 施設改修 55,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①本市の人口 （▲3,437人）
②本市の出生数（±0人）
③クリスタルガーデンの催事利用件数（＋48件）
④新川文化ホールの利用者数（＋5,500人）
⑤新川こども施設の利用者数(+240,000人)

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.uozu.toyama.jp/g
uide/svGuideDtl.aspx?servno=8497

事業概要：新川文化ホールクリスタルガーデン改修による多世代文化交流拠点整備事業 継続



申請者 富山県魚津市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

25,680千円
（8,760千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
魚津市における若者世代の転出超過および労働力不足という課題に対し、「企業誘致」と「人材育成」を両輪とした地場産業支援を
行う。 具体的には、都市部企業のサテライトオフィス進出を契機とした地元企業との共同プロジェクト創出による販路開拓・高付加価
値化と、市内従業者へのリスキリングを通じたデジタル化（DX）を推進する。 これにより、地場産業の「稼ぐ力」を強化し、地域経済の
維持・拡大を図るとともに、若者にとって魅力的な高度な職域を創出することで、地域活力の向上を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
１．地域共創サテライトオフィス定着促進事業
課題解決型誘致の推進：外部専門機関と連携し、市の地域課題をビジネス
チャンスとして提示する攻めの誘致を実施。
共同プロジェクトの創出：マッチングイベントや視察ツアーを通じ、都市部企業の
先端技術と地元事業者の課題を掛け合わせた「共同プロジェクト（目標6件）」
の立ち上げを伴走支援し、実利的な連携による定着を図る。
２．デジタル人材育成支援事業
生成AI活用によるDX推進：包括連携協定先（(株)オレンダワールド）と連携
し、高度生成AI活用セミナーを開催。
受入基盤の強化と定着促進：進出企業の採用ニーズに応える高度人材を育
成（目標72名）するとともに、育成された人材が自律的に社内DXを牽引する
ことで、地場産業全体の生産性と就業の魅力を底上げする。

【R8年度事業 経費内訳】
１．地域共創サテライトオフィス定着促進事業（委託料）4,000千円

（備品費）  300千円
２．デジタル人材育成支援事業                （補助金）4,460千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①市内事業者と誘致企業による共同プロジェクト発足数（＋6件）
②サテライトオフィス等を含む企業誘致実績（＋3件）
③生成AI活用DXセミナー修了者数（＋72 名）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.uozu.toyama.jp/g
uide/svGuideDtl.aspx?servno=8497

事業概要：企業誘致推進事業

地域活力の向上

新規



申請者 富山県氷見市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

73,991千円
（22,828千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果

教育、意識改革、住環境整備を一体的に推進し、若者や女性が自身の未来を氷見で描ける環境を整えるとともに、若年層や女性の
流出抑制に向け、従来の経済支援に加え、若者が主導して活躍できる場を創出する。これにより、教育による「意識付け」、社会の「受
け皿整備」、経済的な「定着支援」が相互に循環する一体的となったサイクルを構築する。さらに、本市の地場産業を支える人的資本
の強化と、若者・女性による地域課題解決を通じた新たな付加価値創出を促進することで、持続可能な地域経済及び地域活力の向
上を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
「教育」「意識」「経済」の3側面から、若者や女性が活躍できる環境を
一体的に整備する。小中高でのふるさと教育や意識改革ワークショップ
を通じた地域・職場での受容性の向上に加え、スキルアップ支援や住
環境整備を推進する。さらに若者主導の地域貢献プロジェクトを支援
し、持続可能な地域活力を創出する。

【R8年度事業 経費内訳】
・氷見高校が実践する探究学習支援講演会の開催（委託料）280千円
・アンコンシャス・バイアスの解消に向けたワークショップ（委託料）3,505千円
・厚労省認定制度の取得に向けた専門家の相談経費（補助金）500千円
・若者が提案する氷見への貢献・応援プロジェクト支援（委託料）1,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①若者（15～39歳）の年間転入数（＋30人）
②職場における男女の地位は平等になっていと考える市民の割合（＋17.3%）
③ぶり奨学プログラム登録者数（＋15％）
④IJU応援センターを利用して移住した人数（＋180人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.himi.toyama.jp/
gyosei/soshiki/miraisenryaku/2/2/
2/14629.html

事業概要：若者や女性が活躍するまちづくりプロジェクト 新規

https://www.city.himi.toyama.jp/gyosei/soshiki/miraisenryaku/2/2/2/14629.html
https://www.city.himi.toyama.jp/gyosei/soshiki/miraisenryaku/2/2/2/14629.html
https://www.city.himi.toyama.jp/gyosei/soshiki/miraisenryaku/2/2/2/14629.html


申請者 富山県氷見市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

149,809千円
（27,013千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
・産業連携により食と自然・景観の高付加価値化により、市民所得の増大へとつなげる。
・令和６年能登半島地震により毀損した景観を再整備し、景観価値の向上により民間投資を呼び込む。
・震災空地の戦略的な活用により、多様な人材と投資が循環し続ける地域経済の実現を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
氷見の「食」と「自然・景観」を再構築し、持続可能な経済循環を確
立する。個々の産業を連携させる計画策定や、ハイクラスな食イベント
の開催に加え、景観再生を通じた地域価値の向上を推進する。さらに
震災空地を戦略的に活用した店舗誘致や民間投資の促進により、行
政に依存しない経済循環を促進する。

【R8年度事業 経費内訳】
・食と自然・景観を活かしたまちづくり計画の策定（委託料）7,546千円
・オーベルジュや料理店等の誘致に向けた基礎調査（委託料）4,781千円
・海辺エリアの拠点化に向けたプランニング支援（委託料）2,500千円
・空地・遊休地でのイベント開催及びコミュニティ維持（補助金）7,800千円
・景観価値の向上支援（補助金）3,400千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①納税義務者１人当たりの年間所得額（＋210千円）
②創業・継業・まちなか出店の件数（＋3件）
③観光入込客数（＋9万人）
④氷見の食に関するイベントの参加者数（＋750人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.himi.toyama.jp/
gyosei/soshiki/miraisenryaku/2/2/
2/14629.html

事業概要：食と自然・景観を活かしたまちづくりプロジェクト 新規



申請者 富山県滑川市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費） 73,240千円(23,470千円)

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 ローカルイノベーション分野

目的・効果

市内の中小企業・個人事業主に対してDXの伴走支援を行うことで、選ばれ続ける元気な企業づくりを推進すると
ともに、伴走支援を行うアドバイザーを、地域の人材が担えるように人材育成を行いデジタル人材の地産地消による
地域経済の好循環を実現する。併せて誰もがデジタル社会の恩恵を受けて豊かな暮らしを送ることができるよう、デ
ジタル機器を持たない・使えない方への情報伝達サービス等の実証実験を行う。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
市内企業のDX伴走支援を行い、成果を広く共有することで、市内企
業のDXの取り組みを推進するとともに、将来的に伴走支援を担う地
域人材を育成する。併せて誰一人取り残されない包摂的な社会の構
築に向けて情報伝達等の実証実験を行う。

【R8年度事業 経費内訳】
・中小企業DX伴走支援事業費（委託料）13,000千円
DXアドバイザーによる伴走支援・DX機運醸成セミナー等を開催する。
・DXアドバイザー育成事業費（委託料）2,000千円
中小企業等のDX伴走支援を実施する地域の人材を育成する。
・リモートサービス実証事業費（委託料）8,470千円
デジタル機器を持たない方等を対象とした情報伝達・見守り等の実証
実験を行う。

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域における新規雇用者数（＋47人）
②アドバイザーの支援を受けた市内中小企業の営業利益増加率
（平均）（＋５％）
③事業をきっかけに新たにデジタル機器・サービスを利用した高齢者等
の人数（＋710人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.city.namerikawa.toy
ama.jp/soshiki/dx/dxsonota/912
6.html

旧制度（推進）事業概要：デジタル人材育成により実現する滑川イノベーション事業



申請者 富山県滑川市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

25,564千円
（564千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
旧町部エリアビジョンの策定と民間主導による公有不動産を活用した公民連携導入事業の調査、事業推進組織による一体的なプロ
ジェクトマネジメントを実施し、賑わいと利便性の向上を図り、転入者等のまちなか居住の誘導を実現する。また、旧町部エリアと他観光
拠点をARコンテンツを活用して周遊性向上を図ることで、域内滞在時間と消費額を向上させ、更なるまちの魅力向上と投資を呼び込
み、より住みたいまちづくりを目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
2年目に整備したARコンテンツを普及していくことで、ARコンテンツ自体
をひとつの来訪目的として来訪者を増やし、事業対象エリアの滞在時
間も延伸することで、店舗利用だけではなく、空き家・空き店舗の需要
を増やし、エリアの価値向上も図る。
また、エリア内を移動する移動手段として電動キックボードを導入するこ
とで周遊性の向上を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・ARコンテンツの運用保守（委託料）264千円
・施設整備事業
小型モビリティの導入（委託料） 300千円
事業対象エリアの周遊性向上のため、電動キックボードを実証実験的に導入す
ることで、その効果を検証するもの。

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域の人口・世帯数（＋170人）
②旧町部エリアに新たに入居した空き家、空き店舗の数（＋35件）
③事業を通じて来客数が増加した店舗の数（＋22件）
④情報コンテンツの利用回数（177,500回）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.namerikawa.toy
ama.jp/soshiki/17/machinaka/105
40.html

事業概要：旧町部の歴史文化や公共空間を再活用したまちづくりと観光拠点との連動による「街の再生」プロジェクト事業

【現在の姿】

【昭和30年代の賑わう姿】

継続



申請者 富山県滑川市 初回採択回 令和６年度第２回募集

事業計画期間 R6-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

28,034千円
（8,034千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
・藻場再生に向けた調査及び活動を産官学が連携して実施し、ホタルイカが棲息する豊かな海を守ることを目指す。
・AR技術により再現したホタルイカ定置網や藻場調査等を活用した環境教育の実施により、子どもたちを中心とした郷土愛の醸成や
更なる海の環境を守る取り組みに繋げる。
・地域において不足しているGX人材を育成し、地域全体でのカーボンニュートラルの取組の推進を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
市沿岸の藻場を再生するため、大学や地域のステークホルダーと連携
し、藻場の減少原因の究明及び再生方法の検討を実施する。また、
AR技術により再現したホタルイカ定置網や藻場調査等を活用しながら、
環境教育を実施し、海の環境を守る次の世代の人材育成や更なる取
組に繋げていく。加えて、地域において不足しているGX人材も育成して
いく。

藻場調査

AR技術で再現したホタルイカ定置網（プレスリリース資料より）

【R8年度事業 経費内訳】
○ソフト事業
●2030年の先も変わらぬ「ホタルイカのまち」推進事業
・大学機関等と連携した藻場の再生・造成調査
大学への研究委託・連携団体への協力金（委託料・報償費）5,800千円
・「海の環境教室」の開催 （消耗品費・会場費等） 44千円
・ＡRホタルイカ体験設備の保守・運用 （委託料）1,700千円
●新たな仕事や人材が生まれ育つ、「地育地生のまち」推進事業
・GXアドバイザー育成 （委託料） 490千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域の人口の増加数 （＋10人）
②進学・就職期の若者の社会動態の増加数 （＋24人）
③ほたるいかミュージアム入館者の増加数 （＋6,000人）
④脱炭素アドバイザーアドバンスト該当資格の合格者数 （＋14件）
⑤テングサ類の被度 （＋5％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.namerikawa.toy
ama.jp/soshiki/dx/SDGs/9177.ht
ml

事業概要：「笑顔いっぱい 幸せいっぱい 光り輝く 滑川」プロジェクト 継続

https://www.city.namerikawa.toyama.jp/soshiki/dx/SDGs/9177.html
https://www.city.namerikawa.toyama.jp/soshiki/dx/SDGs/9177.html
https://www.city.namerikawa.toyama.jp/soshiki/dx/SDGs/9177.html


申請者 富山県砺波市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

27,928千円
（15,698千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果 • 地域内外の人材育成と脱炭素化の推進を両立し、地域企業の経営力強化・若者の地元定着・関係人口創出を図る。
• 地域の経済を支える地元事業者のCO2排出量を削減することで、地域経済の活性化と地域脱炭素の同時実現を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
産官金による連携組織「砺波市地域脱炭素ネットワーク（仮称）」を
設立し、市民や市内事業者への説明会を兼ねたキックオフイベントを実
施する。
その後は定期的なセミナーの開催等を通じて組織の周知を図るとともに、
ネットワークに加入した事業者に向けた各種補助制度を創設し、地域
企業の脱炭素経営を支援する。

【R8年度事業 経費内訳】
・脱炭素ネットワーク運営委託費 2,025千円
・省エネ診断等支援補助金 100千円
・脱炭素アドバイザー派遣事業 4,573千円
・設備導入促進支援補助金 9,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①市内事業者の省エネ・再エネ導入によるエネルギー収支改善見込み額
（コスト削減額）（＋10,500千円）
②関連イベント及び構成員会議の開催状況（＋9回）
③脱炭素アドバイザー派遣・省エネ診断利用総数（＋30件）
④脱炭素経営支援に向けた設備導入支援件数（＋13件）
⑤小中高対象授業・講座回数（＋15回）
⑥域外学生と地域企業のマッチング回数（＋5回）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.tonami.lg.jp/info
/89283p/#gsc.tab=0

事業概要：地域ぐるみでの脱炭素経営推進×地方創生プロジェクト 継続

https://www.city.tonami.lg.jp/info/89283p/#gsc.tab=0
https://www.city.tonami.lg.jp/info/89283p/#gsc.tab=0


申請者 富山県小矢部市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

23,806千円
（14,546千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
•令和７年度に設立した小矢部市との繋がりをより深く求める人で構成される「おやべファンクラブ」を運営し、会員の
ニーズに沿った情報発信やイベント実施等により関係人口の創出を図る。

•関係人口の創出を契機とし、ふるさと納税、UIJターンや移住・定住につなげ、持続可能な地域の実現を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
誰もが登録できるプラットフォーム「おやべファンクラブ」の設立により、本
市とつながりたいと思う人を捕捉し、様々な情報発信（市の魅力を伝
える情報、ふるさと納税情報、移住・定住情報など）の土台とする。市
外に住む会員がふるさと納税や本市を訪れたりする仕組みづくりにより、
関係人口の創出を図る。市内企業との連携により、本市内での採用
情報の発信を行うことで、ＵIJターンにつなげる。

【R8年度事業 経費内訳】
〇事務局運営費（事務費、事務局員人件費）1,308千円
〇首都圏等におけるファンイベントの実施（謝礼）100千円
〇会員獲得のためのパンフレット・動画等製作費、会員クーポンサイト管理費
（委託料等）3,654千円
〇会員獲得のためのスマートフォン教室開催費（委託料）639千円
〇市外会員獲得のための観光案内所運営費（委託料）7,821千円
〇学生を対象とした企業会員事業所訪問（借上料）124千円
〇企業会員向け採用促進動画製作費助成（補助金）1,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①ファンクラブ会員数（＋580人）
②社会増減（±0）
③会員向け情報の発信回数（＋33回）
④マッチング事業によるUIJターン就職件数（＋6件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.oyabe.toyama.jp
/shiseijyouhou/1001719/1007444
.html

事業概要：集まれおやべファン！関係人口創出事業 継続

https://www.city.oyabe.toyama.jp/shiseijyouhou/1001719/1007444.html
https://www.city.oyabe.toyama.jp/shiseijyouhou/1001719/1007444.html
https://www.city.oyabe.toyama.jp/shiseijyouhou/1001719/1007444.html


申請者 富山県南砺市 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

272,129千円
（48,198千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
・顔が見える移住相談・就活支援・情報提供体制を構築する。
・若者どうしの交流による新たな価値創造を推進する。
・寛容でチャレンジ精神旺盛なまちを創造する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
高校卒業後、進学・就職を機に市外へ転出した若者のうち、一定割
合が卒業後に戻らないことから、移住促進とそれに関係する就業支援、
婚活支援、子育て支援に総合的に取り組む必要がある。移住希望者
が必要とする情報をワンストップで提供する。また、若者の出会い・交
流・情報交換や市外に進学した学生とのコミュニティ形成を促進すると
ともに、さまざまな機会をとらえて市民・企業の「寛容性」「チャレンジ精
神」の啓発を行い、企業の意識改革による、若者雇用や販路開拓な
どの主体的なアクションとその自立を促進する。
【R8年度事業 経費内訳】
・顔が見える移住相談・就活支援・情報提供体制の構築
移住住コーディネート事業（委託料・事務費）7,947千円
就活・雇用支援事業（委託料）8,274千円
・若者どうしの交流による新たな価値創造
婚活支援事業（委託料・事務費）8,151千円
・寛容でチャレンジ精神あふれるまち創造
働き方改革、子どもの権利普及事業（委託料・事務費） 12,543千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①若者（20～39歳）の純移動率の改善（＋4.7％）
②市内企業に就職した新卒学生数（＋47人）
③寛容な社会が形成されていると感じる市民（20～39歳）の割合（＋
18.6％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年9月公表予定
https://www.city.nanto.toyama.jp
/index.html

事業概要：若者から選ばれる「寛容なまち南砺」創生プロジェクト

誰ひとり取り残さない 誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ

継続



申請者 富山県南砺市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

141,317千円
（46,166千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
・自分の地域を愛し誇りに思い、地域をもっと良くしたい、地域に関わりたいと思う人を増やす。
・地域のニーズに応じたプロジェクトや活動を提案し、多様な主体が自分のスキルや経験を活かせる場を提供する。
・地域内外を問わない担い手を受入れ、移住者や関係人口とともに地域活力を創造していく。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
若年層の流出の傾向が続いており、市内の多くの地域づくり協議会が
組織の運営や地域活動の担い手・後継者の確保に苦労している。人
材育成と市内外からの多様な主体による担い手の確保、多様な団体
による地域課題の解決への取り組みが求められている。そのことから、地
域への愛着・誇りの醸成し、持続可能な住民自治組織構築に向けた
運営体制強化するとともに、多様な主体による地域の担い手人材の
確保に取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】
・地域への愛着・誇りの醸成
伝統文化映像化事業（委託料）1,859千円
・持続可能な住民自治組織構築に向けた運営体制強化
住民自治推進交付金（補助金）23,000千円
※地域が課題解決に取組む経費
・多様な主体による地域の担い手人材の確保
市民活動伴走支援体制強化事業（委託料）6,831千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①南砺市応援市民の登録者数（＋300人）
②地域づくり協議会が地域課題解決のために独自で取組む事業件数

（＋7件）
③事業により実施された地域課題解決の実施件数（＋10件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年9月公表予定
https://www.city.nanto.toyama.jp
/index.html

事業概要：シビックプライドの醸成と多様な主体による地域の担い手人材育成プロジェクト

地域の課題って何？

学ぶ・考える
交通弱者支援

伝統芸能の継承農業の担い手育成

継続

https://www.city.nanto.toyama.jp/index.html
https://www.city.nanto.toyama.jp/index.html


申請者 富山県南砺市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

72,166千円
（21,731千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
・PLAY EARTH PARK の開業を契機として、来訪者を市内各地へ周遊させる仕組みを構築し、滞在時間の延長及び観光消費額
の増加を図る。
・あわせて、地域資源を活用した体験・コンテンツの磨き上げや情報発信を行うことで、通過型観光から滞在・消費型観光への転換を
促進し、持続可能な観光地域づくりにつなげる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
PLAY EARTH PARK を起点とした周遊観光を促進するため、体験
型観光コンテンツの造成、モデルルートの構築、情報発信等のソフト事
業を実施する。
市内事業者や関係団体と連携し、自然・文化・食などの地域資源を
組み合わせたコンテンツを展開することで、来訪者の満足度向上と市
内全域への経済波及を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・地域資源観光コンテンツ磨き上げ事業負担金（委託料）2,500千円
南砺市が有する地域資源の磨き上げを行うことで、新たな観光需要
の獲得を図る。
・持続可能な観光地づくり推進事業（委託料）3,718千円
地域関係者（観光協会DMO部門）と連携し、持続可能な観光地経
営に向けた体制づくりや取組を推進する。

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①市内観光入込客数（＋31,000人）
②市内宿泊者数（＋700人）
③南砺市や地域に誇りや愛着を感じる市民の割合（＋３％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和9年9月公表予定
https://www.city.nanto.toyama.jp

事業概要：PLAY EARTH PARK開業を契機とした周遊観光推進事業

PLAY EARTH PARK 2027年夏開業

新規



申請者 富山県射水市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費） 457,889千円(138,144千円)

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
空き家や空き店舗を地域資源として捉えて、それらを活用して新しい暮らしや仕事を始めたい人がチャレンジしやすい環境をつくることで、
日常的に人が集い交流が生まれるエリアを生み出す。さらにエリアの魅力を広く発信して地域外からの関心を集め、合わせてエリアへのア
クセスの利便性を向上させる2次交通を確保してエリア内外の人の流れを創出することで、持続可能な好循環が生まれる地域づくりを
目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
ビジネス支援センターを通じた専門家による起業や事業承継の支援、
リノベーションまちづくりや移住・空き家サポートによる移住促進、魅力
的な風土作りに向けた情景条例の制定、電動キックボードによる新た
な移動手段の実証等を通じて新たな人の流れを創出する。
【R8年度事業 経費内訳】
・新しい暮らし方への挑戦（活動・移住・仕事）応援事業
中小企業支援・交流の拠点整備運営支援事業（委託料）45,500千円
内川周辺エリアリノベーションまちづくり推進事業 17,919千円
移住・空き家トータルサポート事業（委託料）18,499千円
ウォーカブルなまちづくり推進事業（補助金）6,000千円
・エリア外の人の関心を集める風土づくり事業
魅力的なまちなみ形成事業（委託料）7,026千円
・新たな人流を生み出す地域交通事業
電動キックボード等の新しい移動手段の実証運行（委託料）5,500千円

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①新湊及び小杉地区の旧市街地エリアの人口（▲432人）
②空き物件チャレンジショップ応援事業補助金交付件数（＋10件）
③あいの風とやま鉄道小杉駅乗車数（1日あたり）（＋180人）
④内川エリア（川の駅新湊）年間来訪者数（2,400人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

（交付金の具体的使途・実施体制）
https://www.city.imizu.toyama.jp/g
uide/svGuideDtl.aspx?servno=17455
（効果検証）
https://www.city.imizu.toyama.jp/g
uide/svGuideDtl.aspx?servno=47146

旧制度（推進）事業概要：誰もが夢をカタチにできる人流イノベーションシティ射水創造プロジェクト

都市中核拠点
（新湊地区）

都市中核拠点
（小杉地区）

•１新しい暮らし方への挑
戦（活動・移住・仕事）を
応援する

•２地域外の人の関心を集め
る風土をつくる

•３新たな人流を生み出す
地域交通を確保する

事業の方向性



事業概要：子育て共助の村づくり・舟橋地方創生再始動事業

▽人材育成 ∇

環
境
整
備

▽サンフラワープロジェクト ▽交流イベント

継続

申請者 富山県舟橋村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

114,000千円
（35,000千円）

事業類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業

目的・効果
• 「繋がる安心感」と「関わる楽しさ」の醸成や、ゆるやかなコミュニティを魅力としたまちづくりを進めるとともに、各種活動を通じ参加者の
「自己実現」と「家族のしあわせ」が叶う場（＝機会）の創出を図り、暮らしの満足感を高める。

• ライフスタイルに合わせた小さなビジネス支援など、多様な魅力ある仕事づくりを推進することにより、「子育て世代に選ばれるまち」、「私
と家族の“いいね！”いっぱいのまち」、「もうひとり育てたくなるまち」を実現する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
・子育て世帯が安心して暮らせる環境づくりを中心に、地域住民同士
の支えあい（共助）を強化しながら、舟橋村の魅力向上や定住促進、
地域活性化にも繋げていく
・地域交流の促進、住民参加型イベントの企画、情報発信を通して、
子育てしやすい住み続けたい村を目指す

【R8年度事業 経費内訳】
・地方創生人材育成プログラム事業：12,000千円
プログラム事業委託 12,000千円

・新住民・旧住民交流促進事業：14,500千円
園むすびプロジェクト 7,000千円
京坪川河川公園イベント 1,000千円
サンフラワープロジェクト 5,500千円

・京坪川河川公園遊具整備：8,500千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①県外からの舟橋村への転入者数（＋30人）
②地方創生人材育成プログラムの参加人数（＋60人）
③子育て世代の転入世帯数（＋24世帯）
④出生者数（＋30人）
⑤ひまわり油の生産量（＋45Ｌ）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

（交付金の具体的使途・実施体制）
https://funahashisosei.com/index.ht
ml
（効果検証）
https://funahashisosei.com/kpi.html

▽人材育成 ∇

環
境
整
備

▽サンフラワープロジェクト ▽交流イベント



申請者 富山県舟橋村 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

80,000千円
（23,000千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果

・村のキャパシティを踏まえた運営のもと、暮らしに密着したサービス（健康・福祉、子育て、教育、生活関連、地域交通等）を担う地
場事業者の価値を高め、域内外の需要を安定的に創出することが、地域の経済維持に直結する。
・舟橋村の物理的制約（全国最小規模の村域）と行政サービスの受入れ可能量（キャパシティ）を前提に、「数の最大化」ではなく
「共感と定着」を重視して移住者を呼び込み、移住者数および視察・関係人口数を計画的に増加させることを目的とする。
・舟橋村の価値観・ライフスタイル・共助の考え方・キャパシティベースのまちづくりコンセプトを「舟橋モデル」として整理・可視化し、舟橋村
のまちづくりに共感する企業との関係構築を図り、質の高い暮らしを維持・発展させることを目的とする。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
・日本一小さな村「舟橋村」ならではの地域特性を踏まえたまちづくり方
針や住民同士が共有している価値観などを可視化するとともに、村内
の交流拠点における住民主体の活動を活性化させ、質の高い暮らしの
維持・発展に繋げる。
・舟橋村のまちづくり方針、ライフスタイルに共感する移住者を呼び込む
ほか、現地でのイベントやオンラインでの交流を通して舟橋村と繋がりを
持つ関係人口の拡大を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・キャパシティベース村づくり設計・運用事業（委託料）15,000千円
・共感型発信・企業連携事業（委託料）6,000千円
・交流拠点整備（村内循環・生涯教育・関係性強化事業）2,000千円
地域住民が集い、情報を共有し、サークル活動やワークショップを実施・開催す
る場としての活用を図るとともに、村外からの来訪者に対して舟橋村の魅力を発
信する拠点とする

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①移住者数（＋20人）
②村内活動参加者数（＋500人）
③視察関係人口数（＋100人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

（交付金の具体的使途・実施体制）
https://funahashisosei.com/index.html
（効果検証）
https://funahashisosei.com/kpi.html

事業概要：舟橋村スマートヴィレッジ構築事業

△舟橋ライフ・モデルの可視化
▽新旧住民の交流拠点の活用

新規

https://funahashisosei.com/kpi.html


申請者 富山県舟橋村 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

85,950千円
（65,950千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業

目的・効果
・舟橋村の基幹産業である水稲を中心とした農業を軸とした経済循環を目指し、農産品に新たな付加価値を積み上げるため、村内に
農産品の加工機能（生産から加工、販売までを一体的に捉える体制）を有する拠点を構築する。
・拠点をベースに農産品の付加価値を高め、ふるさと納税等の制度を活用したPR・販売を図り、村外からの需要を安定的に取り込む仕
組みを構築するとともに、加工・販売を通じて生まれる雇用や収益が農業や地域活動に再投資される経済循環を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
農産品の加工・商品化を担う常設拠点として、村内中心部に立地する既存の
味噌加工・工場の改修を行う
（１）農商工連携による地元産品のブランド化の推進
（２）農商工が村内で連動する仕組みを構築し、村内で稼ぐ力を創出する

基盤を整備
（３）地域のシニア層の就労機会を創出し、高齢者の活躍促進と生活支援

を図る

【R8年度事業 経費内訳】
〇ソフト事業
村内経済循環強化事業（委託料）5,000千円
・試作品製作・類似商材調査・農産物加工工場の設置・運営に関するコンサル
タント、専門家（農商工連携）による伴走
〇拠点整備事業
農産品加工施設整備（改築工事）37,950千円

（設備整備）23,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①開発商材の売り上げ（＋30,000千円）
②雇用者（＋6人）
③開発商材数（＋5品）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

（交付金の具体的使途・実施体制）
https://funahashisosei.com/index.html
（効果検証）
https://funahashisosei.com/kpi.html

事業概要：村内経済循環創出を目指す農産品加工施設整備事業

△農業を軸とした経済循環
立山連峰を源とする常願寺川水系の清水と肥沃な

土地から生産される舟橋産米

新規



申請者 富山県上市町 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費） 18,798千円（6,649千円）

事業タイプ・
類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野（大項目） 地方への人の流れ分野

目的・効果
・子どもを産み育てられる環境をつくり移住促進を進め、若い世代の流出に歯止めをかけ人口増加を図る
・出会いの場の創出や人との交流をつくる魅力あるイベントの場の提供や情報発信を進め、出生数の増加に努め、少子化対策を図る
・町民が自分の町に愛着を持ち自信を持つよう意識改革を促し、情報発信や地域での連携を進め、認知度を高めるための戦略的ＰＲを図る

事業概
要・

主な経費
※経費内訳はR8
年度事業費

【事業概要】
移住者に選ばれる町を目指し、社会増の実現に向けた総合的な移住・定住促進事業を実施する。
本事業では、移住・子育てに関する情報発信の強化をはじめ、特産品を切り口とした関係人口の拡
大、首都圏における交流機会の創出、子育て世代や移住者、共通の趣味を持つ人々がつながる場
づくりを推進する。
併せて、移住相談体制の充実や地域体験プログラムの提供により、移住検討者の不安解消と具体
的な移住行動につなげ、継続的な関係人口の創出と定住促進を図る。

【R8年度事業 経費内訳】
・移住者に選ばれる町、社会増を目指す
どこにも負けない移住・子育て情報発信事業
セミナー開催、記事や動画作成経費（委託料1,500千円）
・関係人口拡大に向けた「移住×特産品情報発信」及び「首都圏で直に魅力を伝える交流会」
情報発信、交流イベント経費 （委託料1,859千円）
・子育て家族・移住者・趣味が一緒の仲間が集まる地方創生SDGsイベント開催
イベント開催経費（委託料等2,300千円）
・移住相談・地域体験プログラム事業（委託料990千円）

主なKPI
※カッコ内の数値は実施
計画における「KPI増加
分の累計」の目標値

①地域へのUIJターン数（＋30人）
②人口の社会増減（＋75人）
③合計特殊出生率（＋0.39）
④出生数（＋7.4人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及び
改善方策への反映が記載され

ているURL

https://www.town.kamiichi.toyam
a.jp/

事業概要：SDGs de 移住・関係人口創出プロジェクト

移住者で人口社会増！

積極的な情報発信！

旧制度（推進）



申請者 富山県立山町 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

122,500千円
（24,260千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
五百石駅周辺の商業展開の基盤を整え、五百石駅周辺での起業支援や交流の促進、五百石駅から富山地方鉄道を利用して立山
黒部アルペンルート等へ向かう観光者の増加等に取り組むことにより、地域内外の経済循環が創出され、五百石駅周辺の営みが増し、
酒類を提供できる飲食店や起業店舗等の従業員といった雇用の創出が生まれ、活気にあふれた町を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
まちなかの空き店舗を活用した飲食店等の出店が続くものの、まちな
かを周遊できる環境を整えるため、まちなかを中心とした周遊マップを作
成し、更なるまちなかの活性化、来訪者の満足度向上を図るとともに、
その効果を地区外へも波及させる。
また、まちなかを発着としたツアーの販売を開始し、富山地方鉄道を
利用した観光客の増加、地域内外の経済循環を創出する。

富山地方鉄道五百石駅・元気交流ステーション「みらいぶ」

【R8年度事業 経費内訳】
・五百石駅周辺の「街」再設計事業費（補助金ほか） 11,900千円
・E-BIKE等新モビリティステーション運営・管理事業（委託料） 6,300千円
・五百石駅発着ツアー実施事業（委託料） 5,000千円
・地鉄立山線の利用促進事業（需用費ほか） 1,060千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①五百石駅前通行量（＋50人）
②E-BIKEレンタル件数（＋50件）
③地鉄立山線乗降者数（＋50人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年9月公表予定
https://www.town.tateyama.toya
ma.jp/soshikikarasagasu/kikakusei
sakuka/hishoseisakukakari/3/2/94
34.html

事業概要：まちの中心「地鉄立山線五百石駅周辺」便利な街へ再設計事業

E-BIKEで
周遊

平野部の観光資源ヘルジアンウッド

継続



申請者 富山県立山町 初回採択回 令和６年度第２回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費） 32,680千円（8,740千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果

• 地域商社に商品企画、ブランディング、マーケティングを扱う新部門を設立し、雇用した担当社員の創造力と行動力で既存商品をブ
ラッシュアップし新たな人気商品を生み出す仕掛け人となってもらう。また、活力と魅力ある職場を作り、働きたいと思わせる企業に地
域商社が育ち、地域の力が立ち上げた独り立ちの覚束ない資源を牽引する存在となっていくことが目的である。

• 地域商社の新部門によって磨き上げられた特産品や、大学や企業等と共同で開発した新商品等を販売し、(仮称)観光物産コンダ
クターの手により消費地（観光地）である立山黒部アルペンルートにも展開され、経済循環の展開にもつなげる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
磨き上げた既存商品と新たな商品の販路開拓が本格的に展開され、
本町最大の観光地である立山黒部アルペンルート内の販売所や北陸
３県の情報発信拠点施設HOKURIKU＋での常設販売を目指し強
力に売り込んでいく。

【R8年度事業 経費内訳】
〇域内既存商品の域外販路拡大事業に係る経費
・販路開拓に係る宣伝等（委託料）1,740千円
〇新たに開発した特産品（商品）の展開に係る経費
・大学や企業等との開発した商品展開に係る経費 2,000千円
・（仮称）観光物産コンダクターに係る経費 3,000千円
・モンベルフレンドフェア、愛知県犬山市（姉妹都市）、台湾（中華大学
等）等での観光物産展等への出展に係る経費 2,000千円

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①教育ローン等返済応援補助金を利用して立山町にUターン就職
した者の数 （＋15人）

②地域商社で取り扱った地域産品の売上額（＋3,100千円）
③地域通貨「たてポ」総利用額（＋11,000千円）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

令和8年9月公表予定
https://www.town.tateyama.toya
ma.jp/soshikikarasagasu/kikakus
eisakuka/hishoseisakukakari/3/2/
9434.html

旧制度（推進）事業概要：地域資源の磨き上げ・地域外への販売力向上で働きたくなる地域商社魅力向上事業

https://www.town.tateyama.toyama.jp/soshikikarasagasu/kikakuseisakuka/hishoseisakukakari/3/2/9434.html
https://www.town.tateyama.toyama.jp/soshikikarasagasu/kikakuseisakuka/hishoseisakukakari/3/2/9434.html
https://www.town.tateyama.toyama.jp/soshikikarasagasu/kikakuseisakuka/hishoseisakukakari/3/2/9434.html
https://www.town.tateyama.toyama.jp/soshikikarasagasu/kikakuseisakuka/hishoseisakukakari/3/2/9434.html


申請者 富山県立山町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

449,056千円
（56,630千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 ✓

目的・効果
拠点整備事業にて実施する「マチの駅」建設に伴う交通量の増加に対応した道路（特に歩行者に配慮した歩道の整備等）と多目的
広場を整備することによって「マチの駅」周辺の賑わい創出につなげる。また、ソフト事業により、「マチの駅」に隣接した広場でのイベント実
施や「マチの駅」内での住宅・就労相談や地場産品(ふるさと納税返礼品等)コーナーの設置など町民だけでなく観光客にも立ち寄って
もらえるような施設を目指す。このように事業間の連携をとることにより、地域の魅力創出に取り組む。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
このまちに興味がある人がまず訪れ、地元産品発信の拠点となり、住宅と就労の
相談、起業支援、物産をマッチングさせる場所として様々な目的を持った人が気
軽に立ち寄れる「場所」を創出する。

【R8年度事業 経費内訳】
〇ソフト事業
・（仮称）立山工場倶楽部連携に関する事業（広告料ほか）800千円
・町民暮らし発信に関する事業（広告料ほか） 4,330千円
・（仮称）まちなか空き家等リノベーション補助金（補助金）4,000千円
・まちづくり会社に係る経費（委託料・事務費等）3,000千円
〇インフラ整備事業
・道路整備 27,500千円
・多目的広場 17,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①移住者数（＋26人）
②拠点施設就労相談等を通じて立山町内の企業に就職した就労者数
（＋15人）
③ふるさと納税寄附額（＋250百万円）
④五百石駅乗降者数（１日平均）（定期+普通）（＋74人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年9月公表予定
https://www.town.tateyama.toya
ma.jp/soshikikarasagasu/kikakusei
sakuka/hishoseisakukakari/3/2/94
34.html

事業概要：新・移住交流拠点施設「マチの駅 in tateyama」整備、活用事業
～窓に立山連峰のある暮らし～ 継続



申請者 富山県朝日町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

376,500千円
（126,500千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業

目的・効果
○官/民/地域共創型の持続可能な運営体制「新しい地域スタイル」を構築し、豊かな生活環境を維持する
○豊かな生活環境を維持していくためには、町民がまちづくりに参画することが重要であり、まちづくり会社を中心に若者や子育て世代な
ど多様な町民が興味を持つためのイベント等を実施し、町民同士のつながりや地域への誇り・愛着を育むことで主体的な意欲を引き出
し、担い手不足を解消する

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
行政・民間・地域の垣根を超えた「官・民・地域共創」でサービスの効率化・最
大化が図られる事業の構想を行う。加えて各分野横断の連携が可能な施策の
調査・検討を行い、町が一体となった新しい地域運営を実現していく。

【R8年度事業 経費内訳】
・事業構想推進費・・・27,000千円
・まちづくり会社運営推進・・・6,000千円
・外部人材の獲得費用・・・1,500千円
・まちづくり会社運営経費（人材費）・・・42,000千円
・まちづくり会社運営経費（DX関連費）・・・5,000千円
・まちづくり会社運営経費（情報発信）・・・5,000千円
・町民参画コミュニケーション費用・・・32,000千円
・まちづくり会社設備費用・・・8,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①町全体の転出超過者数（＋45人）
②町全体の持続性につながる分野内・分野横断の施策数（＋15件）
③DXサービスへの参加人数（＋2400人）
④まちづくり会社起点で行うワークショップや地域イベントの企画実施数
（＋85件）
⑤地域全体の多様な担い手人数（＋6400人）
⑥新ローカル産業の外貨獲得額（＋137,963千円）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.town.asahi.toyam
a.jp/section/tanoshiimiraikaigi/

事業概要： まちづくり会社を中核とした官・民・地域共創型「たのしい未来」づくり事業 継続
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